
去
る
７
月
９
日
、
八
戸
ポ
ー
タ
ル
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
は
っ
ち
に
て
「飯
田
茂
実

＋
ｅ
‐ｄ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
仙
台
」
の
公
演
が
行
わ

れ
た
。
京
都
の
ダ
ン
サ
ー
飯
田
茂
実
が

仙
台
に
滞
在
し
、
地
元
の
役
者
や
学
生

た
ち
１２
名
と
約
ｌ
ヶ
月
か
け
て
作
り
上

げ
た
舞
台
で
、
仙
台
を
含
む
４
箇
所
を

巡
回
。
は
っ
ち
に
お
け
る
コ
ン
テ
ン
ポ

ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
公
演
の
実
績
は
少
な
か

っ
た
が
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
文
化
施
設

と
し
て
仙
台
に
も
名
が
届
い
て
お
り
、

今
回
の
人
戸
公
演
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

舞
台
は
２
部
構
成
。
第
１
部
は
飯
田

氏
の
ソ
ロ
「シ
ャ
マ
ン
術
コ
ト
始
め
」。

極
め
て
即
興
的
な
作
品
で
、
身
体
の
動

き
、
観
客
へ
の
語
り
か
け
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
。
作
品
の
解
説
を
飯
田
氏
自

身
が
語
る
う
ち
に
作
品
へ
導
入
。
語
り

な
が
ら
体
は
舞
踏
的
な
動
き
を
始
め

る
。
語
る
内
容
は
、
こ
の
動
き
に
つ
い

て
の
話
や
、
命
や
身
体
に
つ
い
て
の
飯

田
氏
の
考
え
、
個
人
的
な
生
い
立
ち
や

体
験
な
ど
が
、
身
体
の
動
き
を
伴
い
な

が
ら
観
客
へ
と
語
ら
れ
る
。
テ
キ
ス
ト

で
は
な
い
、
飯
田
氏
自
身
の
独
自
。
誰

か
を
、
何
か
を
演
じ
る
こ
と
は
せ
ず
、

飯
田
氏
自
身
の
日

常
が
作
品
と
し
て

舞
台
の
上
に
延
長

さ
れ
て
い
る
。　
一

般
的
な
舞
台
芸
術

作
品
と
し
て
観
る

と
混
乱
す
る
が
、

こ
の
作
品
の
一
種

異
様
な
形
態
が
通
常
の
鑑
賞
と
は
別
の

回
路
を
開
く
。
作
品
で
語
ら
れ
る
身
体

の
健
康
や
命
の
大
切
さ
、
母
へ
の
愛
、

…
文
字
に
す
る
と
月
並
み
だ
が
、
そ
こ

に
い
る
生
身
の
飯
田
氏
の
言
葉
で
あ
る

が
ゆ
え
に
、
痛
切
に
胸
に
響
く
場
面
が

あ
っ
た
。

第
２
部
は
、
仙
台
の
参
加
者
と
の
共

同
創
作
「春
風
の
中
、
小
さ
な
街
」。
断

片
的
な
エ
ビ
ソ
ー
ド
で
構
成
さ
れ
た
帥

分
ほ
ど
の
作
品
。
テ
キ
ス
ト
の
比
重
が

大
き
く
、
ダ
ン
ス
と
い
う
よ
り
は
芝
居

に
近
い
。

冒
頭
で
日
本

の
年
間
自
殺
者

数
に
つ
い
て
の

テ
キ
ス
ト
が
語

ら
れ
る
。
「命
」

は
今
回
の
公
演

を
貫
く
テ
ー
マ

の

一
つ
の
よ
う

だ
。
こ
の
作
品
は
、
別
れ
や
死
、
絶
望

な
ど
を
執
拗
に
描
く
こ
と
で
、
命
の
大

切
さ
、
人
の
絆
、
人
生
に
見
い
だ
す
べ

き
希
望
を
描
こ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。
前
半
は
明
る
い
部
分
も
多
い

が
、
後
半
は
悲
惨
で
重
苦
し
い
シ
ー
ン

が
続
く
。
見
て
い
て
つ
ら
い
場
面
も
あ

る
が
、
少
な
い
台
詞
と
動
き
、
淡
々
と

し
た
演
出
な
が
ら
巧
み
な
構
成
で
目
を

離
せ
な
い
。
終
盤
に
は
個
々
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
が
解
決
し
て
安
堵
が
訪
れ
る
が
、

暗
い
雰
囲
気
が

一
掃
さ
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。
だ
が
、
最
後
に
全
員
が
立
ち
上

が
り
観
客

へ
正
面
を
向
け
る
場
面
で

は
、
こ
れ
か
ら
も
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
不

安
や
絶
望
に
立
ち
向
か
う
意
思
の
力
を

感
じ
た
。

こ
の
作
品
で
も
出
演
者
は
、
と
き
ど

き
役
を
は
な
れ
、
自
分
自
身
の
ま
ま
舞

台
に
立
っ
て
い
る
。
制
作
段
階
で
そ
れ

ぞ
れ
が
自
分
の
こ
と
を
語
り
、
そ
の
内

容
を
作
品
に
盛
り
込
む
そ
う
だ
。
大
震

災
の
影
響
も
大
き
く
、
そ
の
こ
と
が
直

接
的
で
は
な
い
が
編
み
込
ま
れ
て
い
る

に
違
い
な
い
。

会
場
か
ら
は
す
す
り
泣
き
が
聞
こ
え

て
い
た
。
自
分
の
中
の
深
く
暗
い
部
分

へ
沈
降
さ
せ
る
作
品
だ
。
１
本
の
ス
ト

ー
リ
ー
に
貫
か
れ
た
作
品
は
、
私
た
ち

を
登
場
人
物
に
同
化
さ
せ
最
後
ま
で
連

れ
て
行
っ
て
く
れ
る
が
、
断
片
的
エ
ピ

ソ
ー
ド
の
連
続
は
、
物
語
へ
の
同
化
を

拒
否
し
、
常
に
自
分
自
身
へ
と
立
ち
返

ら
せ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

ど
ち
ら
の
作
品
も
テ
ー
マ
や
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
普
遍
的
だ
が
、
表
現
方
法
は
独

特
で
興
味
深
い
。
参
加
者
と
深
く
コ
ミ

ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
制
作
す
る
飯
田

氏
の
手
腕
と
、
ｌ
ヶ
月
間
こ
の
作
品
に

心
血
を
注
い
だ
参
加
者
た
ち
に
拍
手
を

送
る
と
と
も
に
、
今
後
の
活
躍
に
期
待

し
た
い
。

今
後
、
八
戸
で
こ
の
よ
う
な
作
品
の

上
演
機
会
が
増
え
る
こ
と
で
、
八
戸
に

も
新
し
い
表
現
の
意
思
が
生
ま
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。

STAlGIE☆演劇空間スペースベン

「飯田茂実+e‐dance仙台」
八戸公演レポート
渡邊曜平
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C)FANS予定 第913回～916回 タイトル:レフト・アームズ・ストーリー/脚本:加藤健太郎/構成。出演:田中勉

日時:8/12,2619:30開 演1	8/6,20,2714:00開 演	※開場は30分前

■八戸市柏崎1-11-8
TEL.	0178‐ 43¨9876
FAX.	050…3588¨8350
携 帯.	080¨ 6025¨ 0990

※特別番組以外全て午後7時30分～、料金/一般前売400円	 高校生以下100円 (当 日100円増)

※チケットはスペースベンにて販売。スペースベンの上演内容は、ホームページまたはメールマガジ

ンでご確認下さい。

巨王]http:〃 spacebencom/		1=メーリロowner@spaceben.com

8月号好評発売中!
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